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D+1 次元 SU(N) Yang-Mills 理論を１次元に dimensional reduction したゲ

ージ理論は、元の Yang-Mills 理論の閉じ込め/非閉じ込め相転移と関連した

相転移を起こすことが予測されている。そのためこの相転移を理解すること

は重要であるが、通常の摂動論ではこのような相転移を評価することはでき

ないことが知られている。そのためこれまで主に数値計算で解析がなされて

きた。 

 

最近 1/D 展開(元の Yang-Mills 理論の空間次元 D を大きい数と見なす近似)

を用いることで、この模型が解析的に評価できる可能性が示唆され、実際に

相転移温度など既存の数値解析の結果とそれなりの精度で一致する結果が得

られた。 

 

しかし 1/D 展開は有限の D(特に小さい D)の場合にどこまで信頼できる解析

なのか理解されていない。この問題を解決するために本研究では、数値解析

を用いることでこの模型の相転移の次数や温度などが D にどのように依存す

るのかを決定し、1/D 展開がどこまで有効な近似になっているのかを検証する。 
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